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天塩町はシェアリングシティに認定されています
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プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
の
成
果
発
表
会

子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
挑
戦

想
像
力
と
創
造
力
で
構
築
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
全
国
レ
ベ
ル
の

プ
レ
ゼ
ン
を
披
露
し
た
天
塩
町
チ
ー
ム

１
ヶ
月
に
及
ん
だ
作
業

　

１
月
24
日
、
放
課
後
の
天
塩
中
学
校

視
聴
覚
室
を
訪
れ
る
と
天
塩
町
チ
ー
ム

が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
の
成
果
発
表

会
へ
の
準
備
真
っ
只
中
に
い
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
、
天
塩
小
か
ら

大
垣
梨
那
さ
ん
、
齋
藤
遥
さ
ん
、
多
々

良
理
奈
さ
ん
、津
田
美
里
さ
ん
の
４
名
、

そ
し
て
天
塩
中
の
石
山
翔
太
さ
ん
、
寺

本
萌
華
さ
ん
、
松
村
帆
乃
花
さ
ん
、
横

山
あ
ゆ
さ
ん
の
４
名
。
小
学
校
部
門
に

大
垣
さ
ん
と
津
田
さ
ん
が
代
表
し
、
部

活
部
門
に
石
山
さ
ん
と
寺
本
さ
ん
、
中

学
生
部
門
に
横
山
さ
ん
と
松
村
さ
ん
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学

習
が
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
は

思
え
な
い
速
さ
で
理
解
し
、
実
践
し
て

お
り
、
１
ヶ
月
間
ほ
ぼ
毎
日
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
と
発
表
資
料
を
作
成
し
、
優

勝
賞
品
「
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
招
待
」
獲

得
に
向
け
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

緊
張
し
つ
つ
堂
々
と
プ
レ
ゼ
ン

　

本
番
を
迎
え
た
２
月
11
日
。
天
塩
町

チ
ー
ム
８
名
は
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で

会
場
と
な
る
東
京
都
内
の
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
グ
ル
ー
プ
社
本
社
ビ
ル
へ
入
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

９
時
か
ら
開
会
し
、
小
学
校
部
門
で

は
「
防
災
に
役
立
つPepper

」
を
プ

レ
ゼ
ン
。
災
害
時
の
対
処
方
法
な
ど
説

明
す
るPepper

の
実
演
を
行
い
ま
し

た
。
部
活
部
門
で
は
「
医
療
に
関
わ
る

人
を
笑
顔
に
す
るPepper

」
を
テ
ー

マ
に
医
療
関
係
者
と
受
診
に
来
る
患

者
も
笑
顔
に
す
る
た
め
働
くPepper

を
、
そ
し
て
中
学
生
部
門
の
「
町
お

こ
し
に
役
立
つPepper

」
で
は
観
光

情
報
や
商
店
を
案
内
役
と
し
て
働
く

Pepper

を
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
模
様
は
ネ
ッ
ト
上
で
も
中
継
さ

れ
て
お
り
、
当
日
に
町
社
会
福
祉
会
館

に
て
開
か
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
に
は
約
50
名
が
応
援
に
駆
け
付
け

ま
し
た
。
各
部
門
で
堂
々
と
発
表
し
た

天
塩
町
チ
ー
ム
に
対
し
観
客
は
惜
し
み

な
い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
全
国
レ
ベ
ル
で
高
評
価

　

天
塩
町
チ
ー
ム
は
、
残
念
な
が
ら
入

賞
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
審
査
員

か
ら
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
や
今
後
の
展
開
ま
で
考
え
て

い
る
こ
と
に
驚
い
た
（
小
学
生
部
門
）」

「
医
療
を
考
え
る
の
は
良
い
視
点
だ（
部

活
部
門
）」「
町
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用

を
期
待
し
て
い
る
（
中
学
生
部
門
）」

と
各
部
門
で
高
い
評
価
を
得
ま

し
た
。

　

閉
会
式
の
総
評
で
審
査
員
の

相
模
女
子
大
学
小
学
部
の
河
原

田
康
文
副
校
長
は
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
学
習
に
は
考
え
続
け
て
い
く
力

や
挑
戦
し
て
い
く
力
、
表
現
し
て
い
く

力
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
く
る
が
、
一
番

は
楽
し
む
こ
と
。
こ
の
学
習
を
も
っ
と

楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

今
後
の
活
躍
に
も
期
待

　

全
チ
ー
ム
の
発
表
を
通
し
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
ク
オ
リ

テ
ィ
の
高
さ
よ
り
も
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
ミ
ン
グ
に
至
る
着
眼
点
や

発
想
力
、
プ
レ
ゼ
ン
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

出
場
自
治
体
の
中
で
、
一
番
小

さ
な
自
治
体
か
ら
出
場
と
な
っ

た
天
塩
町
チ
ー
ム
で
す
が
、
他

チ
ー
ム
に
劣
ら
な
い
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
と
プ
レ
ゼ
ン
内
容
で
、
そ

の
存
在
を
見
せ
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

天
塩
町
の
子
ど
も
た
ち
が
作
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
、
そ
し
て

次
回
の
発
表
会
へ
の
期
待
が
高

ま
り
ま
す
。

発表練習後も熱心に打合せ

毎日放課後に集まっ
て作業を行った

【ネット中継のご案内】
発表会の模様は、ネット上でご覧
いただけます。まだご覧になって
いない方は、天塩町ホームページ
からアクセスして天塩町代表チー
ムの発表をぜひご覧ください。 社会福祉会館へ応援に駆け付けた観客ら審査員の質問にも的確に答えた

発表本番で練習した成果を発揮
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▲ご当地キャラクターが管内外で PRしていく

バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
二
重
奏

　

１
月
21
日
、
町
社
会
福
祉
会
館
に
お

い
て
、
札
幌
交
響
楽
団
団
員
で
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
熊
谷
勇
大
氏
と
オ
ペ
ラ
で

も
活
躍
し
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
伊
藤

千
尋
氏
に
よ
る
ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
熊
谷
氏
ら
と

天
塩
高
校
吹
奏
楽
局
の
共
演
が
、
悪
天

候
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
約

40
名
が
演
奏
を
聴
き
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

曲
目
の
合
間
、
熊
谷
氏
の
Ｍ
Ｃ
に
笑

い
が
沸
き
つ
つ
、「
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
」

な
ど
の
メ
ジ
ャ
ー
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
か

ら
大
河
ド
ラ
マ
の
「
真
田
丸
メ
イ
ン

テ
ー
マ
」
な
ど
の
ポ
ッ
プ
ス
と
幅
広
い

曲
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
観
客
は
、

バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
が
紡
ぐ
繊
細
で

美
し
い
二
重
奏
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。▲（左から）ピアニストの伊藤氏、バイオリニストの熊谷氏

▲大会への意気込みを話す「天塩天龍」の選手ら

マ
チ
の
話
題
（
１
月
18
日
～
２
月
14
日
）

ご
当
地
キ
ャ
ラ
お
友
だ
ち
に

　

２
月
１
日
、
苫
前
町
に
お
い
て
「
留

萌
管
内
８
市
町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
お
友
だ
ち
協
定
締
結
式
」
が
開
催

さ
れ
、
天
塩
町
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
て
し
お
仮
面
」
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

協
定
書
に
は
管
内
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
管
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
参
加
し
盛
り

上
げ
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

管
内
市
町
村
を
代
表
し
て
高
橋
定
敏

留
萌
市
長
は
「
町
の
思
い
を
背
負
っ
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
素
晴
ら
し
い
癒
し
の

財
産
。こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
連
携
し
、

と
も
に
情
報
発
信
し
て
い
く
。
ま
さ
に

留
萌
地
域
の
未
来
を
予
感
す
る
新
し
い

風
を
吹
か
せ
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て

い
ま
す
」
と
語
り
、
８
市
町
村
の
首
長

と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
固
く
握
手
を

交
わ
し
ま
し
た
。

▲啓徳小校長室にて授与式が行われた

天
中
生
が
こ
ど
も
園
な
ど
除
雪

　

２
月
９
日
、
天
塩
中
学
校
生
徒
が
認

定
こ
ど
も
園
「
お
ひ
さ
ま
」
や
新
川
団

地
の
高
齢
者
宅
を
訪
れ
、
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、
生
徒
会
役
員
は

じ
め
と
す
る
有
志
の
生
徒
ら
65
名
で
、

訪
問
先
に
元
気
に
挨
拶
を
し
て
、
こ
ど

も
園
で
は
園
庭
を
、
高
齢
者
宅
は
軒
下

や
通
路
に
積
も
っ
た
雪
の
除
雪
作
業
を

始
め
ま
し
た
。

　

生
徒
ら
は
毎
年
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
を
通
じ
て
除
雪
の
要
望
が
あ
っ
た
場

所
の
除
雪
を
行
っ
て
お
り
、
夕
暮
れ
近

く
の
身
を
切
る
よ
う
な
寒
さ
の
中
で

も
、
生
徒
ら
は
ス
コ
ッ
プ
や
除
雪
ダ
ン

プ
を
手
際
よ
く
使
っ
て
約
１
時
間
ほ
ど

作
業
を
完
了
し
ま
し
た
。

▲寒さに負けず元気に作業していた生徒ら

一
枚
で
も
多
く
取
っ
て
勝
ち
た
い

　

天
塩
中
学
校
生
徒
で
構
成
す
る
天
塩

天
龍
が
、
２
月
８
日
に
役
場
に
訪
れ
、

浅
田
町
長
に
対
し
、
札
幌
市
で
開
催
さ

れ
る
第
21
回
北
海
道
子
ど
も
会
カ
ル
タ

大
会
へ
の
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

出
場
選
手
は
、
宇
野
流
輝
さ
ん
、
原

田
大
珠
さ
ん
、
島
地
龍
さ
ん
、
吉
田
羅

依
さ
ん
で
、
１
月
20
日
に
羽
幌
町
で
開

催
さ
れ
た
留
萌
北
部
地
区
子
ど
も
下
の

句
か
る
た
大
会
で
準
優
勝
を
飾
り
、
同

大
会
へ
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

突
手
を
担
当
す
る
宇
野
さ
ん
は
「
相

手
の
札
を
一
枚
で
も
多
く
と
っ
て
活
躍

し
た
い
」、
守
り
を
担
当
す
る
島
地
さ

ん
は
「
相
手
に
取
ら
れ
な
い
よ
う
頑
張

り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
、
浅
田

町
長
は
「
手
札
配
置
の
記
憶
と
読
み
手

の
聞
き
取
る
力
が
大
事
。
頑
張
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

啓
徳
小
が
教
育
実
践
表
彰
受
賞

　

啓
徳
小
学
校
が
平
成
29
年
度
留
萌
管

内
教
育
実
践
表
彰
を
受
け
、
２
月
７
日

に
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
平
成
28
年
度
に
管
内
初
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
指
定
を
受

け
、
家
庭
・
地
域
・
子
ど
も
が
一
体
と

な
っ
て
教
育
活
動
に
取
り
組
み
、
ま
た

土
曜
授
業
を
導
入
し
て
様
々
な
体
験
活

動
の
実
践
に
よ
り
、
管
内
教
育
の
模
範

と
な
る
学
校
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

授
与
を
受
け
た
早
坂
康
校
長
は
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
土
曜
授
業
は

２
つ
の
車
輪
の
ご
と
く
密
接
に
関
わ
り

相
乗
効
果
を
生
み
出
す
。
こ
の
車
輪
が

一
層
円
滑
に
回
る
よ
う
心
が
け
て
、
未

来
を
拓
く
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど

も
の
育
成
を
目
指
し
て
い
く
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。
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暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

会
社
を
退
職
し
た
時
は
、
厚
生
年
金

の
加
入
も
終
わ
り
ま
す
。

　

退
職
し
た
時
に
60
歳
未
満
で
あ
れ
ば

引
き
続
き
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
、
役
場
へ
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
証
の
扶

養
に
入
っ
て
い
た
配
偶
者
に
つ
い
て
も

同
様
に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

(1)
印
鑑

※
手
続
き
の
際
に
退
職
し
た
日
を
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
離
職
し
た
と
き
は
届
出
を
！

　

平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
の
保
険
料

は
１
ヶ
月
１
６
，３
４
０
円
で
す
。
現

金
で
納
付
す
る
ほ
か
に
口
座
振
替
制
度

が
あ
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
も
な
く
、
毎

月
、
金
融
機
関
等
に
行
く
手
間
も
省
け

て
大
変
便
利
で
す
。

《
お
得
な
割
引
制
度
も
あ
り
ま
す
》

【
早
割
制
度
】

　

当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
月
50
円
割
引

に
な
り
ま
す
。

【
前
納
制
度
】

　

一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て

振
替
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
大

１
５
，６
４
０
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

※
６
ヶ
月
前
納（
１
，１
１
０
円
お
得
）、

１
年
前
納
（
４
，
１
１
０
円
お
得
）、

２
年
前
納
（
１
５
，６
５
０
円
お
得
）

※
４
月
～
９
月
分
の
６
ヶ
月
前
納
、
１

年
前
納
、
２
年
前
納
は
２
月
末
を
も
っ

て
受
付
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

※
金
融
機
関
と
の
手
続
き
の
関
係
上
、

振
替
希
望
月
の
前
月
上
旬
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を
！

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、「
全
額
免

除
制
度
」、「
一
部
納
付
制
度
」、「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
（
下

表
）。
ま
た
、
学
生
の
方
に
は
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
（
い
ず

れ
も
所
得
審
査
が
あ
り
ま
す
）。
未
納

に
し
て
し
ま
う
と
、
将
来
の
老
齢
年
金

だ
け
で
な
く
、
万
が
一
の
と
き
に
障
害

年
金
・
遺
族
年
金
が
受
給
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
過
去
２
年
１
ヶ
月
分

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
の
申
請
が
行

え
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

(1)
印
鑑

(2)
所
得
審
査
の
対
象
者
が
失
業
中
の
場

合
は
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
又

は
「
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
」

(3)
学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
「
在
学
証

明
書
」
又
は
「
学
生
証
の
写
し
」

《
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す
》

免
除
や
納
付
猶
予
を
受
け
た
期
間
の
保

険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き

　

年
金
を
受
け
取
る
権
利
の
あ
る
方
に

は
、
支
給
開
始
年
齢
に
達
す
る
お
誕
生

日
の
約
３
ヶ
月
前
に
、
年
金
請
求
書
が

届
き
ま
す
。
請
求
手
続
き
は
お
誕
生
日

の
前
日
か
ら
可
能
で
す
。
ま
た
、
66
歳

以
降
に
請
求
し
て
受
け
取
る
年
金
額
を

増
や
せ
る
繰
り
下
げ
請
求
も
ご
ざ
い
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

(1)
印
鑑

(2)
通
帳

(3)
身
分
証
明
書
（
住
民
票
等
を
取
得
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◎
年
金
請
求
書
が
届
い
た
ら

種類 保険料の額 免 除 期 間 の
老齢年金の額 所得審査の対象

免
除

全額免除 0円 ４／８
申請者本人とその配偶者及び
世帯主（対象者が失業中の場
合は審査対象外となります）

4分の 3免除 4,090 円 ５／８
半額免除 8,170 円 ６／８

４分の 1免除 12,260 円 ７／８

猶
予

若年者納付猶予 0円 年金額には
反映されません

申請者本人とその配偶者

学生納付特例 0円 申請者本人

　

稚
内
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
　

☎
０
１
６
２
（
３
２
）
１
９
４
１

　

福
祉
課
福
祉
係

　
　

☎
内
線
１
３
２
・
１
３
３
・
１
３
４

【問い合わせ先】
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▶
最
後
は
笑
顔
で
締
め
く
く
っ
た

Introduction ＃ 11

天塩町 × セカクル × ＪＡＬ

セカクル＠天塩町
「All Engl ish で世界に発信！北海道の魅力」

「
セ
カ
ク
ル
＠
天
塩
町
」
開
催

　

２
月
４
日
、
早
稲
田
大
学
国
際
教
養

学
部
の
学
生
で
構
成
さ
れ
る
団
体
「
セ

カ
ク
ル
」
が
天
塩
町
に
来
訪
し
、
２
度

目
の
開
催
と
な
る
「
セ
カ
ク
ル
＠
天
塩

町
」
に
町
内
中
高
生
は
じ
め
約
30
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
の
協

力
で
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
イ
ン
ド
出
身
外
国
人

ス
タ
ッ
フ
の
ナ
レ
ン
ダ
・
ビ
シ
ュ
ト
氏

ら
を
迎
え
、「All English

で
世
界
に

セ
カ
ク
ル
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
、
セ
カ
ク
ル
代

表
の
大
橋
氏
は
繰
り
返
し
『Express

（
エ
ク
ス
プ
レ
ス
）』
と
い
う
単
語
を
用

い
て
い
ま
し
た
。

　
『Express

』
は
、
日
本
語
訳
で
「
表

現
す
る
」「
言
い
表
す
」
と
い
う
意
味
。

「
と
に
か
く
伝
え
る
こ
と
。『Express

す
る
』こ
と
を
強
く
意
識
し
て
欲
し
い
。

自
分
の
こ
と
を
表
現
し
な
い
と
、
人
に

は
伝
わ
ら
な
い
し
、
世
界
に
広
が
っ
て

行
け
な
い
。
自
分
を
『Express

』
す

る
こ
と
で
世
界
に
広
が
っ
て
い
く
と
い

う
の
が
セ
カ
ク
ル
の
コ
ア
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
す
。
色
ん
な
人
に
『Express

』

し
合
っ
て
自
分
の
価
値
観
や
視
野
を
広

げ
て
自
分
の
世
界
を
広
げ
て
欲
し
い
」

と
セ
カ
ク
ル
の
『Express

』
を
届
け

ま
し
た
。

世
界
へ
羽
ば
た
く
人
材
の
育
成

　

参
加
生
徒
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
セ

◀
セ
カ
ク
ル
と
参
加
生
徒
ら

発
信
！
北
海
道
の
魅
力
」
の
テ
ー
マ
を

掲
げ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
は
全
て
英
語
で

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス

や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
国
外
に
発
信
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
決
め
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の

想
い
や
ニ
ー
ズ
、
そ
こ
か
ら
北
海
道
の

持
つ
魅
力
で
ど
の
よ
う
に
し
て
呼
び
込

む
こ
と
が
出
来
る
の
か
考
え
ま
し
た
。

　

参
加
生
徒
は
、
セ
カ
ク
ル
か
ら
基
礎

的
な
英
単
語
の
ス
ペ
ル
や
実
践
的
な
発

音
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
、
積
極
的
に

話
し
合
い
発
表
内
容
を
ま
と
め
上
げ
ま

し
た
。

　

英
語
に
慣
れ
て
い
な
い
生
徒
も
い
る

中
、
ナ
レ
ン
ダ
氏
か
ら
「D

on't be 
shy

（
恥
ず
か
し
が
ら
な
い
で
）」
と

助
言
、
ま
た
セ
カ
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
の

後
押
し
を
受
け
て
、
全
て
英
語
で
プ
レ

ゼ
ン
し
ま
し
た
。

カ
ク
ル
か
ら
優
し
く
フ
ォ
ロ
ー
を
受

け
楽
し
め
た
」「
英
語
に
苦
手
意
識
が

あ
っ
た
が
楽
し
め
た
」「Express

し

て
自
分
の
夢
や
視
野
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
今
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
セ
カ
ク
ル
が
伝
え
た

『Express

』
と
い
う
言
葉
の
意
味
を

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

英
語
が
母
国
語
で
は
な
い
日
本
に
お

い
て
は
、
他
国
と
比
較
し
て
英
語
に
慣

れ
親
し
む
環
境
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
環
境
下
で
、
参
加
生
徒

の
物
怖
じ
せ
ず
に
積
極
的
に
英
語
を
話

す
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に

は
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

　

来
年
度
も
天
塩
町
は
、
子
ど
も
た
ち

が
自
分
自
身
の
力
で
未
来
を
切
り
拓

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
英
語
に
触

れ
合
う
機
会
を
創
出
す
る
と
と
も
に

『Express

』
す
る
人
材
の
育
成
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

▶
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
す
る
高
校
生

▶
セ
カ
ク
ル
代
表
の
大
橋
氏

▶
イ
ン
ド
出
身
の
ナ
レ
ン
ダ
氏
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【問い合わせ先】　福祉課ふれあい係　☎内線（２）１７２８

お酒は楽しく健康的に！ 適量飲酒を心がけましょう

〇
お
酒
の
「
適
量
」
と
は

　

厚
生
労
働
省
が
推
進
す
る
「
健
康
日
本

21
」
に
よ
る
と
、
純
ア
ル
コ
ー
ル
に
し
て

１
日
平
均
約
20
グ
ラ
ム
が
適
量
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
や
女
性
、
お
酒
に
弱
い

人
は
こ
の
基
準
よ
り
少
な
め
が
適
量
と
考

え
ま
し
ょ
う
。

〇
週
に
２
日
は
休
肝
日
を
！

　

適
量
で
あ
っ
て
も
、
毎
日
お
酒
を
飲
む

と
肝
臓
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
週
に
２

日
は
お
酒
を
飲
ま
な
い
日
を
つ
く
り
、
肝

臓
を
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

〇
女
性
の
飲
酒
は
特
に
注
意
！

　

女
性
は
男
性
よ
り
体
脂
肪

の
割
合
が
高
く
、
ア
ル
コ
ー

ル
は
脂
肪
に
溶
け
に
く
い
た
め

に
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
高

く
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
ア
ル

コ
ー
ル
の
分
解
を
抑
え
る
作
用

が
あ
り
、
女
性
は
ア
ル
コ
ー
ル

の
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
注

意
が
必
要
で
す
。
女
性
に
と
っ

て
の
適
量
は
、
男
性
よ
り
も
少
量
で
あ
る

と
い
う
認
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

〇
お
酒
と
健
康
的
に
上
手
に

付
き
合
う
に
は･･･

　

お
酒
は
適
量
を
心
が
け
る
だ
け
で
な

く
、
健
康
的
に
飲
む
た
め
の
工
夫
を
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
。

＊お酒の１日の適量＊
《ビール》中びん１本（500ml）
《日本酒》１合（180ml）
《焼酎》0.6 合（110ml）
《ウイスキー》ダブル１杯（60ml）
《ワイン》1/4 本（180ml）
《缶チューハイ》1.5 缶

空
腹
を
さ
け
て
、

食
べ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
　

　

空
腹
状
態
で
た
く
さ
ん
の
お
酒
を

飲
む
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
血
中
濃
度

が
急
に
高
く
な
り
ま
す
。
酔
い
や
す

く
な
る
だ
け
で
な
く
、
胃
の
粘
膜
が

荒
れ
て
胃
や
食
道
の
炎
症
や
潰
瘍
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。
低
カ
ロ
リ
ー

の
お
つ
ま
み
を
食
べ
な
が
ら
飲
む
よ

う
心
が
け
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
胃

へ
の
負
担
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

水
と
一
緒
に
飲
む

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
肝
臓
で
分
解
さ

れ
る
過
程
で
大
量
の
水
が
必
要
で

す
。
お
酒
と
同
量
か
そ
れ
以
上
の
水

を
一
緒
に
飲
む
と
効
果
的
で
す
。
焼

酎
な
ど
は
水
で
薄
め
て
飲
み
ま
し
ょ

う
。
飲
む
前
に
水
を
飲
む
と
、
満
腹

感
で
飲
酒
量
が
減
り
、
ア
ル
コ
ー
ル

吸
収
が
緩
や
か
に
な
り
ま
す
。

寝
る
直
前
に
飲
ま
な
い

　

眠
れ
な
い
か
ら
と
、
寝
る
前
の
飲

酒
を
習
慣
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
お

酒
を
飲
む
と
寝
付
き
が
良
く
な
る
と

感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
脳
は

興
奮
状
態
に
な
り
、
眠
り
の
質
が
低

下
し
ま
す
。
深
い
眠
り
を
妨
げ
る
た

め
、
寝
る
前
の
飲
酒
を
習
慣
化
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期

は
、
送
別
会
や
歓
迎
会

な
ど
で
お
酒
を
飲
む
機

会
が
増
え
る
方
も
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
「
酒
は
百
薬
の
長
」

と
い
う
言
葉
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
飲
み
過

ぎ
る
と
肝
臓
病
や
胃
腸

病
だ
け
で
な
く
、
心
臓

病
、
糖
尿
病
な
ど
全
身

に
わ
た
る
病
気
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

　

お
酒
を
健
康
的
に
楽

し
む
た
め
に
は
「
適
量

飲
酒
」
で
あ
る
こ
と
が

前
提
で
す
。

＊ お酒と長く健康的につきあっていくために、できることから始めてみましょう ＊
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病院だより No.14

『ずっと初心』

　

毎
年
発
行
さ
れ
る
薬
に
つ
い
て
の
解

説
と
便
覧
の
本
で
「
今
日
の
治
療
薬
」

と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
本
の
表

紙
の
下
に
つ
い
て
あ
る
も
の
（
業
界
用

語
で
は
腰
巻
と
い
う
そ
う
で
す
）
に

『
ず
っ
と
初
心
』
と
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
今
回
は
看
護
師
と
し
て
の
私
の
初

心
、
看
護
の
原
点
に
振
り
返
っ
て
書
い

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
看
護
師
に
な
っ
て
就
職
し
た
病

院
で
、
看
護
部
長
か
ら
い
た
だ
い
た
最

初
の
言
葉
は
、
一
つ
目
が
「
私
達
看
護

師
は
生
活
の
支
援
者
で
す
。
私
達
は
科

学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
看
護
を
実
践
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
、
そ
し
て
二
つ

目
が
「
自
分
な
り
の
看
護
観
を
持
ち
な

さ
い
」
と
事
で
し
た
。

　

最
初
は
科
学
的
根
拠
も
看
護
観
も
難

し
く
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
ず
は
看

護
の
仕
事
を
覚
え
て
患
者
さ
ん
に
安
全

に
安
楽
に
看
護
を
実
践
で
き
る
こ
と
と

思
い
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
看

護
体
制
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ナ
ー
シ
ン

ン
グ
と
チ
ー
ム
ナ
ー
シ
ン
グ
を
合
わ
せ

た
方
式
で
し
た
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ナ
ー

シ
ン
グ
と
は
患
者
様
の
入
院
か
ら
退
院

ま
で
を
一
人
の
看
護
師
が
担
当
す
る
看

護
方
式
で
す
。
そ
し
て
チ
ー
ム
ナ
ー
シ

ン
グ
と
は
一
つ
の
病
棟
を
２
つ
以
上
の

チ
ー
ム
に
分
け
て
各
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

の
も
と
チ
ー
ム
単
位
で
患
者
様
を
受
け

持
つ
方
式
で
す
。
私
が
最
初
に
受
け

持
っ
た
患
者
さ
ん
は
女
性
で
脳
梗
塞
、

左
麻
痺
の
方
で
し
た
。
初
め
て
患
者
さ

ん
を
受
け
持
て
る
こ
と
が
嬉
し
く
て
何

で
も
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
、
看
護
計

画
を
立
案
し
、
実
施
し
て
い
き
ま
し

た
。
一
定
期
間
の
後
、
チ
ー
ム
で
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
し
て
計
画
の
評
価

を
し
て
い
く
の
で
す
が
、
そ
の
際
に

「
何
で
も
手
を
貸
し
て
し
ま
っ
て
は
患

者
さ
ん
の
自
立
を
妨
げ
て
い
る
こ
と

に
な
る
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
「
出

来
な
い
こ
と
に

は
勿
論
援
助
が
必

要
、
し
か
し
自
立

に
向
け
る
た
め
に

ど
う
す
る
か
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
方
を

退
院
さ
せ
る
こ
と

が
ゴ
ー
ル
で
は
な

く
、
そ
の
先
に
つ

な
が
る
生
活
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
自
立

に
つ
な
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
今

の
支
援
を
考
え
る
こ
と
が
大
事
」
と
い

う
結
果
で
し
た
。

　

二
人
目
の
受
け
持
ち
す
る
患
者
さ
ん

は
、
転
移
性
脳
腫
瘍
で
終
末
期
の
方
で

し
た
。
痛
み
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
目
的
で

の
入
院
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
方
は

痛
く
て
も
我
慢
し
て
、
な
る
べ
く
薬
を

使
い
た
く
な
い
と
言
う
の
で
す
。
ど
う

し
て
な
の
か
解
ら
ず
薬
の
時
間
を
定
時

と
し
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
方
は
仕
方
な
く
痛
み
止
め
の
座
薬

や
内
服
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
痛
み

は
な
く
な
り
ま
し
た
が
眠
る
時
間
が
長

く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
時
、
旦

那
様
か
ら
「
少
し
で
も
残
さ
れ
た
時
間

を
痛
く
て
も
眠
ら
な
い
で
話
を
し
て
い

た
か
っ
た
み
た
い
な
ん
だ
よ
ね
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
痛

み
を
と
る
こ
と
も

大
切
だ
け
れ
ど
残

さ
れ
た
時
間
を
自

分
ら
し
く
過
ご
し

た
い
と
い
う
こ
と

が
そ
の
方
の
願
い

だ
っ
た
、
と
い
う

こ
と
に
気
付
い
て

い
な
か
っ
た
の
で

す
。
そ
し
て
旦
那

様
の
言
葉
で
や
っ

と
気
づ
き
、
チ
ー

ム
で
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
を
行
い
、
ご

本
人
と
御
家
族
と
話
し
合
っ
て
「
家
族

が
来
る
前
に
痛
み
が
消
失
し
て
お
話
が

で
き
る
時
間
を
持
て
る
」
と
い
う
こ
と

を
看
護
計
画
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
上

手
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
技
術
も
知
識
も
未
熟
な
私
が
受

け
持
つ
こ
と
で
、
そ
の
患
者
さ
ん
や
家

族
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
る
前
に
そ

の
方
が
私
に
「
受
け
持
ち

を
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
大
変
な
患
者
だ
っ
た

で
し
ょ
。
わ
が
ま
ま
言
っ

て
ご
め
ん
ね
。
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
経

験
し
て
悩
ん
で
苦
し
ん
で
、
そ
し
て
頑

張
っ
て
良
い
看
護
師
さ
ん
に
な
っ
て

ね
。
人
の
気
持
ち
や
心
の
痛
み
が
わ
か

る
看
護
師
さ
ん
に
な
っ
て
ね
」
と
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

看
護
は
採
血
や
点
滴
や
看
護
技
術
だ

け
が
上
手
く
で
き
れ
ば
良
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
出
来
な
い
こ
と
は
何
で

も
手
を
貸
し
、
優
し
け
れ
ば
い
い
と
い

う
こ
と
で
も
な
い
。
21
歳
か
ら
始
め
た

こ
の
仕
事
も
も
う
32
年
が
過
ぎ
ま
す
。

新
人
で
憧
れ
の
先
輩
の
背
中
を
追
い
続

け
て
い
た
私
が
今
で
は
病
院
長
よ
り
も

年
上
な
ん
て･･･

。
今
と
な
っ
て
、
あ

の
時
に
い
た
だ
い
た
言
葉
の
よ
う
な
看

護
師
に
な
れ
た
か
と
言
え
ば
ま
だ
ま
だ

途
中
で
す
。

　

長
く
務
め
る
ほ
ど
味
わ
い
が
増
す
こ

の
仕
事
の
奥
深
い
魅
力
に
は
ま
り
な
が

ら
、
仕
事
を
続
け
て
い
く
以
上
「
看
護

と
は
何
か
、
何
の
た
め
に
看
護
を
す
る

の
か
」
初
心
、
原
点
に
立
ち
返
り
残
り

こ
れ
か
ら
も
悩
ん
で
、
苦
し
ん
で
、
そ

し
て
患
者
様
に
感
謝
し
て
看
護
師
を
続

け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
文
責 

看
護
師
長 

佐
々
木
千
代
子
）
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平成３０年　 　月３町民カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
休み 生ゴミ

ペットのふん 一般ゴミ
資源ゴミ

紙おむつ等
衣類等

生ゴミ
ペットのふん 農村地区 休み

２月　25 　　　26 　　　27 　　　28 　　　 １ 　　　 ２ 　　 　３
●天塩高校卒業式
〇あいあいクラブ

［子育て支援センター］
10 時～ 12 時

★おでかけサロン
[雄信内老人憩の家]

10 時～ 14 時
■夕映健康相談
[ てしお温泉夕映 ]

13 時 30 分～
14 時 30 分

　　　 ４ 　　　 ５ 　　　 ６ 　　　 ７ 　　　 ８ 　　　 ９ 　　   10
✚眼科外来

受付 9 時～ 14 時
〇あいあいクラブ
［雄信内保育所］

10 時～ 12 時
■定期健康相談・物
忘れ相談

[ 天塩町役場 ]
10 時～ 16 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
★おでかけサロン
[老人福祉センター]

10 時～ 14 時
●運転免許更新時講習
［社会福祉会館］

・初回 10 時 00 分
・優良 13 時 00 分
・一般 13 時 45 分
・違反 15 時 00 分
■夕映健康相談
[ てしお温泉夕映 ]

13 時 30 分～
14 時 30 分

★ヘルスアップ教室
［天塩中学校体育館］

19 時 00 分～
20 時 30 分

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
★はつらつクラブ

13 時～ 15 時

■移動巡回献血
■はまなす学園大学
〇こども園開放日
〇あいあいクラブ

［子育て支援センター］
10 時～ 12 時

■移動巡回献血
■はまなす学園大学
卒業式・修了式

　　　11 　　　12 　　　13 　　　14 　　　15 　　　16 　　　17
〇雄信内保育所開放
日
〇あいあいクラブ
［雄信内保育所］

10 時～ 12 時

〇天塩中学校卒業式
〇あいあいクラブ

［子育て支援センター］
10 時～ 12 時

★ヘルスアップ教室
［天塩中学校体育館］

19 時 00 分～
20 時 30 分

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
★はつらつクラブ

13 時～ 15 時
★しゃっきりサロン
[ てしお温泉夕映 ]

13 時～ 14 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
✚眼科外来
受付 12 時～ 15 時
★いきいきサロン
[雄信内老人憩の家]

10 時～ 14 時

〇託児の日
［ふれあいセンター］
■夕映健康相談
[ てしお温泉夕映 ]

13 時 30 分～
14 時 30 分

　　　18 　　　19 　　　20《春分の日》　21 　　　22 　　　23 　　　24
〇啓徳小学校卒業式 〇あいあいクラブ

［雄信内保育所］
10 時～ 12 時

〇天塩小学校卒業式
〇あいあいクラブ

［子育て支援センター］
10 時～ 12 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時

〇天塩小学校修了式
〇啓徳小学校修了式
〇天塩中学校修了式
〇５歳児健診
12 時 30 分～ 13 時 00 分
〇乳児健診
12 時 50 分～ 13 時 20 分
✚小児科外来
受付 13 時 30 分～

16 時 00 分

　　　25 　　　26 　　　27 　　　28 　　　29 　　　30 　　　31
〇あいあいクラブ
［雄信内保育所］

10 時～ 12 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時
★いきいきサロン
[老人福祉センター]

10 時～ 14 時

〇あいあいクラブ
［子育て支援センター］

10 時～ 12 時

〇認定こども園卒園
式
✚産婦人科外来
受付 13 時～ 16 時

〇雄信内保育所修了
式

・日程は変更となる場合がありますので、ご確認

ください。

・ごみは当日の朝８時までに出してください。
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か
わ
ま
ち
通
信
／
マ
チ
の
伝
言
板

定（
３
・
４
級
）、情
報
処
理（
１
・
２
級
）、

調
理
師
免
許
、
栄
養
士

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
稚
内
地
域
事
務
所

☎
０
１
６
２
（
２
３
）
２
７
２
１

総
務
課
企
画
広
報
係

☎
内
線
２
７
１

屋
根
か
ら
落
ち
る
雪
や

氷
に
よ
る
危
険
防
止

　

毎
年
、
冬
に
な
り
ま
す
と
、
屋
根
に

積
も
っ
た
雪
、
氷
、
つ
ら
ら
が
落
ち

て
、
歩
行
者
が
け
が
を
し
た
り
、
ま
た
、

死
亡
し
た
り
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
も
、
冬
期
間
の
生
活
に
は
ご
苦

労
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
冬
期

間
の
通
行
を
円
滑
に
し
、
事
故
を
な
く

す
る
た
め
、
特
に
次
の
こ
と
に
注
意
す

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
屋
根
の
雪
、
氷
、
つ
ら
ら
が
道
路
に

落
ち
る
建
物
に
は
、
こ
れ
に
伴
う
事
故

を
避
け
る
た
め
雪
止
め
を
つ
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
雪
止
め
が
つ
け
て
あ
っ
て
も
強
さ
が

足
り
な
か
っ
た
り
、
針
金
な
ど
が
さ
び

付
い
た
り
古
く
な
っ
た
り
し
て
切
れ
て

落
ち
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
必
ず
点
検

し
て
、
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
早
め
に

修
繕
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ビ
ル
の
壁
、
窓
枠
、
突
出
看
板
等
か

※
任
用
後
、
昇
給
年
１
回
、
賞
与
年
２

回
（
６
月
・
12
月
）

※
こ
れ
ら
の
金
額
は
す
べ
て
平
成
年
29

年
４
月
１
日
現
在
の
金
額
で
あ
り
、
法

律
の
改
正
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

(2)
各
種
手
当

　

寒
冷
地
手
当
・
扶
養
手
当
が
該
当
者

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

(3)
休
暇
制
度

　

休
日
等
年
次
休
暇
の
ほ
か
、
年
末
年

始
等
の
特
別
休
暇
等
が
あ
り
、
週
休
２

日
制
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

(4)
取
得
機
会
の
あ
る
資
格

・
車
両
関
係

　

自
動
車
整
備
士
（
１
～
３
級
）、
大

型
自
動
車
運
転
免
許
（
自
衛
隊
以
外
の

大
型
自
動
車
運
転
に
は
限
定
解
除
が
必

要
）、
大
型
特
殊
運
転
免
許
、
け
ん
引

免
許

・
船
舶
関
係

　

小
型
船
舶
操
縦
士
、
潜
水
士

・
航
空
関
係

　

航
空
管
制
官
、
航
空
無
線
通
信
士

・
医
療
関
係

　

救
急
救
命
士
、
准
看
護
師
、
臨
床
検

査
技
師
、
診
療
放
射
線
技
師

・
そ
の
他

　

危
険
物
取
扱
者
（
乙
種
第
４
類
）、

公
害
防
止
管
理
者
（
第
１
～
４
種
）、

ガ
ス
溶
接
（
ア
ー
ク
溶
接
）
技
術
者
資

格
、
２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
電
気
工
事

士
、
パ
ソ
コ
ン
検
定
（
３
・
４
級
）、
英

語
検
定
（
２
～
４
級
）、
ワ
ー
プ
ロ
検

自
衛
官
候
補
生
募
集

　

自
衛
官
候
補
生
と
は
、
特
別
職
国
家

公
務
員
で
、
自
衛
官
と
な
る
た
め
に
必

要
な
基
礎
的
教
育
訓
練
に
専
念
す
る
採

用
制
度
で
す
。
自
衛
官
候
補
生
と
し
て

所
要
の
教
育
を
経
て
３
ヵ
月
後
に
２
等

陸
・
海
・
空
士
（
任
期
制
自
衛
官
）
に

任
官
し
ま
す
。
任
期
制
自
衛
官
と
は
、

陸
上
自
衛
官
は
１
年
９
ヶ
月
（
一
部
技

術
系
は
２
年
９
ヶ
月
）、
海
上
・
航
空

自
衛
官
は
２
年
９
ヶ
月
を
１
任
期
（
２

任
期
目
以
降
は
各
２
年
）
と
し
て
勤
務

す
る
隊
員
の
こ
と
で
す
。
教
育
訓
練
を

受
け
た
後
に
各
部
隊
・
基
地
等
に
配
属

さ
れ
ま
す
。
約
９
ヵ
月
後
、
１
等
陸
・

海
・
空
士
に
昇
任
し
、
さ
ら
に
１
年
後
、

陸
・
海
・
空
士
長
に
昇
任
し
ま
す
。

(1)
手
当

・
自
衛
官
候
補
生
（
３
ヶ
月
間
）

　

１
３
０
，８
０
０
円
（
月
額
）

・
任
用
一
時
金

　

１
７
６
，０
０
０
円

・
自
衛
官
任
用

　

１
６
５
，５
０
０
円

　

世
間
は
慌
た
だ

し
い
年
の
瀬
も
な

ん
の
そ
の
、
天
塩
の

冬
は
静
か
で
し
た
。

昨
年
に
も
増
し
て

吹
き
荒
れ
る
雪
に

は
敵
わ
ず
、
降
参

す
る
も
迫
っ
て
く

る
暴
風
雪
。
一
見

真
っ
白
な
世
界
の
中
に
も
、
多
く
の

生
き
物
た
ち
は
、
木
や
枯
れ
葉
の
中

に
隠
れ
、地
下
の
穴
に
閉
じ
こ
も
り
、

ひ
た
す
ら
春
の
訪
れ
を
待
っ
て
い
る

の
だ
と
か
。

　

２
月
４
日
、
士
別
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
天
塩
川
に
纏
わ

る
講
演
会
「
天
塩
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
＆

真
冬
の
ス
ロ
ウ
カ
フ
ェ
」
に
、
か
わ

ま
ち
メ
ン
バ
ー
ら
町
民
18
名
で
参
加

し
ま
し
た
。「
天
塩
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
は
、
第
一
部
に
、
歴
史
小
説
作
家

に
よ
る
松
浦
武
四
郎
の
裏
話
。
第
二

部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
カ
ヌ
ー
や
チ
ョ
ウ
ザ
メ
、
イ
ト

ウ
を
切
り
口
に
、
天
塩
川
を
生
業
に

し
て
い
る
方
々
が
登
壇
。
改
め
て
天

塩
川
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
「
真
冬
の
ス
ロ
ウ
カ
フ
ェ
」
で
は
、

こ
だ
わ
り
の
飲
食
店
が
出
店
し
て
お

り
、
木
材
や
竹
を
加
工
し
た
雑
貨
も

並
ん
で
い
ま
し
た
。
名
寄
の
農
園
レ

ス
ト
ラ
ン
に
よ
る
ラ
ン
チ
プ
レ
ー

ト
、
牧
場
主
さ
ん
が
自
ら
作
る
チ
ー

ズ
、
名
寄
産
も
ち
米
を
使
っ
た
ベ
ー

グ
ル
…
ど
れ
も
美
味
し
そ
う
で
迷
っ

て
い
る
う
ち
に
、
大
人
気
で
完
売
。

雪
が
解
け
た
ら
現
地
に
食
べ
に
行
か

な
け
れ
ば
。
深
煎
り
コ
ー
ヒ
ー
を
片

手
に
食
べ
た
、
平
飼
い
卵
の
シ
フ
ォ

ン
ケ
ー
キ
も
し
っ
と
り
と
美
味
し

い
。
ご
主
人
が
鶏
た
ち
に
与
え
る
エ

サ
は
、
輸
入
飼
料
と
薬
剤
を
使
わ
ず

地
元
農
産
物
を
中
心
に
毎
日
手
作
り

し
て
い
ま
す
。
雪
が
解
け
た
ら
庭
先

を
眺
め
な
が
ら
味
わ
い
た
い
で
す
。

　

他
に
も
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ハ
ー
ブ

で
作
ら
れ
た
カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
オ
イ
ル

や
カ
モ
ミ
ー
ル
石
鹸
。
林
業
で
は

ジ
ャ
マ
モ
ノ
の
笹
竹
を
採
取
し
、
編

ま
れ
た
か
ご
。
白
樺
や
山
葡
萄
蔓
の

樹
皮
細
工
。
道
北
に
は
、
自
然
と
の

関
わ
り
の
中
で
生
ま
れ
た
品
が
多
く

あ
り
、
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

暴
風
雪
も
収
ま
り
、
サ
ク
ラ
が
咲

く
頃
に
は
、
天
塩
町
で
も
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
雑
貨
が
集
ま
る
“ハ
ン
ド
メ
イ

ド
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
”
の
開
催
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
か
わ
ま
ち
メ
ン
バ
ー

が
中
心
と
な
っ
て
、
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
町
内
だ
け
で
な
く
、
留
萌

管
内
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
さ
ん
が

集
ま
る
そ
う
。
春
が
待
ち
遠
し
い
今

日
こ
の
頃
。

（
文
責 

交
流
チ
ー
ム 

森
村
優
佳
）

かわまち
通 信

▼天塩川フォーラムでのパネルディスカッション
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③
職
業
（
※
公
務
員
の
方
は
応
募
で
き

ま
せ
ん
。）

④
活
動
を
希
望
さ
れ
る
モ
ニ
タ
ー
区
間

（
河
川
名
）

⑤
自
治
会
（
町
内
会
等
）
等
の
地
域
に

密
着
さ
れ
た
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方

は
、
会
の
名
称
と
役
職

⑥
そ
の
他
（
応
募
理
由
、
河
川
へ
の
感

想
等
あ
れ
ば
記
載
く
だ
さ
い
）

■
選
考
方
法

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
自
治
会
等

の
地
域
に
密
着
し
た
活
動
に
参
加
さ
れ

て
い
る
方
を
優
先
と
し
、
留
萌
開
発
建

設
部
の
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
選

考
結
果
は
、
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
締
切

　

平
成
30
年
３
月
16
日

◆
問
い
合
わ
せ
先
（
応
募
先
）
◆

留
萌
開
発
建
設
部
公
物
管
理
課

☎
０
１
６
４
（
４
２
）
２
３
１
５

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

人
事
院
は
、
平
成
30
年
度
中
に
次
の

採
用
試
験
を
行
う
予
定
で
す
の
で
、
各

試
験
の
申
込
み
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

■
申
込
期
間

■
応
募
資
格

　

満
20
歳
以
上
の
健
康
な
方
で
、
モ
ニ

タ
ー
区
間
か
ら
お
お
む
ね
５
㎞
以
内
に

居
住
さ
れ
、
河
川
に
接
す
る
機
会
が
多

く
、
河
川
愛
護
に
関
心
の
あ
る
方

■
活
動
内
容

(1)
毎
月
１
回
程
度
、
モ
ニ
タ
ー
区
間
の

河
川
に
関
し
て
、
河
川
の
利
用
、
河
川

の
環
境
等
の
河
川
に
関
す
る
情
報
を
提

供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

(2)
当
部
が
主
催
又
は
協
賛
す
る
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

■
モ
ニ
タ
ー
区
間

(1)
留
萌
川
（
留
萌
市
高
砂
町
第
９
留
萌

川
橋
梁
～
留
萌
市
潮
静
大
和
田
橋
）

(2)
天
塩
川
（
天
塩
町
天
塩
川
河
口
～
天

塩
町
天
塩
川
河
川
公
園
北
端
）

■
募
集
人
員

各
モ
ニ
タ
ー
区
間
に
つ
き
１
名

■
任
期

　

平
成
30
年
５
月
１
日
か
ら
平
成
30
年

10
月
31
日
ま
で

■
報
酬

　

月
額
４
，０
０
０
円

■
応
募
方
法

　

ハ
ガ
キ
又
は
任
意
の
用
紙
に
次
の
①

か
ら
⑥
を
記
載
の
上
、
以
下
の
応
募
先

ま
で
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
応
募
願
い

ま
す
。
な
お
、
記
載
い
た
だ
い
た
個
人

情
報
は
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
選
考
及

び
選
考
結
果
の
通
知
に
使
用
し
、
そ
れ

以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

①
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日

②
住
所
・
電
話
番
号

マ
チ
の
伝
言
板

http://w
w

w
.yosakoi-soran.jp/

(2)
応
募
用
紙
で
申
込

実
行
委
員
会
に
連
絡
の
う
え
応
募
用
紙

を
取
り
寄
せ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
郵
送
に
て

次
の
宛
先
に
送
付

〒
０
６
０-

０
０
０
１

札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
１
丁
目　

北

海
道
経
済
セ
ン
タ
ー
４
階

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行

委
員
会　

宛

☎
０
１
１
（
２
３
１
）
４
３
５
１

FAX
０
１
１
（
２
３
３
）
４
３
５
１

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行

委
員
会

☎
０
１
１
（
２
３
１
）
４
３
５
１

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

　

留
萌
開
発
建
設
部
で
は
、
河
川
に
関

す
る
情
報
提
供
な
ど
を
し
て
い
た
だ
く

「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま

す
。こ
の
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
を
さ
ら

に
深
め
、
適
正
な
河
川
利
用
や
河
川
環

境
を
維
持
し
、
あ
わ
せ
て
河
川
愛
護
思

想
を
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。

し
て
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
が

様
々
な
形
で
気
軽
に
お
祭
り
に
参
加
す

る
こ
と
が
出
来
る
の
が
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
の
魅
力
の
ひ
と
つ

で
す
。
そ
こ
で
、
チ
ー
ム
の
演
舞
を
審

査
す
る
審
査
員
を
「
市
民
審
査
員
」
と

し
て
全
国
か
ら
募
集
し
ま
す
。
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
の
審
査
は
、

あ
な
た
が
演
舞
を
見
て
感
じ
た「
感
動
」

を
審
査
基
準
と
し
て
お
り
、
特
別
な
技

術
や
知
識
は
全
く
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
な
た
で
も
審
査
員
と
し
て
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
機

会
に
審
査
員
と
し
て
お
祭
り
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

■
募
集
人
数
（
定
員
）

約
１
１
０
名

※
応
募
人
数
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

■
募
集
期
間

平
成
30
年
３
月
１
日
～
４
月
20
日

■
応
募
条
件

(1)
祭
り
の
理
念
及
び
本
募
集
要
項
に
賛

同
し
、
真
剣
に
演
舞
を
審
査
し
て
い
た

だ
け
る
方

(2)
平
成
30
年
６
月
時
点
で
中
学
生
以
上

の
方

(3)
チ
ー
ム
関
係
者
以
外
の
方

(4)
６
月
９
・
10
日
の
指
定
さ
れ
た
時
間

（
い
ず
れ
か
１
日
）
に
審
査
可
能
な
方

■
応
募
方
法

(1)
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
よ

り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
込

ら
の
落
氷
雪
は
少
量
で
も
危
険
で
あ
る

た
め
、
付
着
し
た
雪
や
氷
の
除
去
を
行

う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
落
氷
雪
の
除
去
の
際
に
は
、
歩

行
者
へ
の
十
分
な
安
全
対
策
を
行
う
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
軒
下
を
通
行
す
る
と
き
は
、
屋
根
か

ら
の
落
氷
雪
に
十
分
注
意
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

■
軒
下
や
道
路
で
は
、
子
ど
も
を
絶
対

に
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

■
屋
根
か
ら
大
量
の
雪
が
落
ち
た
と
き

は
、
直
ち
に
事
故
が
な
い
か
ど
う
か
を

確
か
め
る
と
と
も
に
、
歩
行
者
の
通
行

へ
の
影
響
を
避
け
る
た
め
、
速
や
か
に

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

■
交
通
事
故
、交
通
障
害
防
止
の
た
め
、

屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
や
敷
地
内
の
積
雪

を
道
路
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

留
萌
開
発
建
設
部

　
　
　
　
　
　
　
　

留
萌
振
興
局

　
　
　
　
　
　
　
　

天
塩
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
　

天

塩

町

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
市
民
審
査
員

　

６
月
の
札
幌
の
街
を
舞
台
に
開
催
さ

れ
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

は
、老
若
男
女
誰
も
が
参
加
で
き
る「
市

民
参
加
型
の
祭
り
」
で
す
。
踊
り
手
と
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・
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）

３
月
30
日
～
４
月
９
日

・
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）

４
月
６
日
～
４
月
18
日

・
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
・
社
会
人
）

６
月
18
日
～
６
月
27
日

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

人
事
院
北
海
道
事
務
局
第
二
課
試
験
係

☎
０
１
１
（
２
４
１
）
１
２
４
８

電
気
自
動
車
急
速
充
電

器
が
道
の
駅
に
設
置

　

道
の
駅
「
て
し
お
」
北
側 

駐
車
帯

に
お
い
て
電
気
自
動
車
急
速
充
電
器
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
充
電
器
は
設
置
事

業
者
で
あ
る
合
同
会
社
日
本
充
電
サ
ー

ビ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対
応
の
充
電

カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
で

あ
れ
ば
、
24

時
間
利
用
可

能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

掲載を希望される方へ

   ４月号へ掲載を希望される

   場合 は、３月１４日（水）

   までに お知らせください

総務課企画広報係

マ
チ
の
伝
言
板

天
塩
町
民
憲
章

わたくしたちは、天塩川と日本海の恵みでひらかれた天塩の町民です。

わたくしたちは、先人のたくましい心をうけつぎ、明るく豊かな住み

よい町をつくるため、この憲章をさだめます。

１　からだをきたえ　仕事にはげみ　明るい家庭をつくりましょう

１　きまりを守り　力をあわせ　住みよい社会をつくりましょう

１　教養を高め　文化を育て　豊かな郷土をつくりましょう

１　自然を愛し　環境をととのえ　美しいまちをつくりましょう

１　未来をみつめ　産業をのばし　希望にもえる町をつくりましょう

処
分
し
た
立
木
を
無
償

配
布
し
ま
す

　

天
塩
町
で
は
、
処
分
し
た
立
木
を

蒔
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

左
記
の
と
お
り
無
料
で
配
布
し
て
お

り
ま
す
。

■
配
布
期
間

　

平
成
30
年
３
月
末
ま
で

■
配
布
場
所

　

雄
信
内
神
社
付
近

　

※
左
図
位
置
の
と
お
り

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
財
政
係

　

☎
内
線
２
７
１

啓徳小学校

国道４０号線

配布場所

雄信内支所

入
学
お
め
で
と
う

　

今
年
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る

23
名
の
方
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
（
敬

称
略
）。

天
塩
小
学
校

（
新
栄
通
２
）

岩

松　

明

奈

（
南
開
団
地
）

奥

野　

初

音

（
北
更
岸
）

稲

田　

紗

也

（
新
地
通
３
）

松

村　

隼

朋

（
緑
新
団
地
）

湯

澤　

祥

太

（

苗

畑

）

三

橋　

星

太

（
山
手
裏
通
10
）

小

林　

龍

河

（
山
手
裏
通
10
）

久
保
田　

 

芭
瑠
麻

（
海
岸
通
３
）

森

本　

美

海

（
新
開
通
９
）

磯

田　

虹

空

（
緑
新
団
地
）

吉

田　

心

結

（
山
手
裏
通
９
）

桃

澤　

怜

希

（
山
手
裏
通
11
）

宇

野　

裕

葵

（
更
岸
中
央
）

遠

藤　

想

多

（
海
岸
通
11
）

赤

塚　

大

芽

（

南

町

）

嶋

崎　

恵

麻

（
山
手
通
10
）

工

藤　

瑛

主

（
新
栄
通
７
）

髙  

橋  　

爽
陽
花

（
緑
新
団
地
）

稲

上　

綾

花

（
新
開
通
９
）

中

井　

笑

未

（

南

町

）

岩

西　

悠

登

（
山
手
通
９
）

吉

田　

龍

生

（
富
士
見
団
地
）

内

田　

貫

汰

卒
業
お
め
で
と
う

　

今
年
３
月
を
も
っ
て
中
学
校
を
卒
業

す
る
27
名
の
方
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

（
敬
称
略
）。

天
塩
中
学
校

（

南

町

）

青

木　

大

亮

（
新
地
通
２
）

秋

山　

結

奈

（
山
手
通
７
）

植

村　

美

耶

（
富
士
見
団
地
）

内
田　
　
　

華

（
山
手
裏
通
11
）

宇

野　

流

輝

（
新
栄
通
１
）

大
河
内　

 

結　

凪

（
南
開
団
地
）

大

沼　

優

月

（
富
士
見
団
地
）

菊　

地　

 

夏
那
羽

（
山
手
通
２
）

菊

池　

真

生

（
南
開
団
地
）

来

田　

光

貴

（
新
開
通
９
）

斉

藤　

晴

香

（
新
栄
通
２
）

佐
々
木　

 

友　

愛

（
山
手
裏
通
10
）

笹

原　

優

輔

（
山
手
裏
12
）

佐

藤　

実

莉

（
新
地
通
11
）

菅

井　

栄

佑

（
西
雄
信
内
）
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※
啓
徳
小
学
校
の
新
入
学
児
童
は
０
名
で
す
。

な
お
、
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
ご
同
意
い
た

だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

※
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
ご
同
意
い
た
だ
い

た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
願

い
ま
す
。

▲設置された充電器
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おめでとうございます

～おたんじょう～

ま ち の う ご き

ごめいふくをお祈りします

（南町）

富 樫　　　誠　さん（38歳）

（海岸通４）

石 山　魅
み そ ら

空　さん
直人さん・千穂さんの長女

♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
覧
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
日
高
熱
で

寝
込
ん
だ
広
報
担
当
の
相
馬
で
す
。

♪
今
号
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
発
表
会
な

ど
の
子
ど
も
た
ち
が
挑
戦
す
る
姿
を
記
事
に

し
ま
し
た
。
思
う
よ
う
に
伝
え
る
文
章
が
で

き
ず
、
自
分
の
表
現
力
不
足
を
痛
感
し
、
子

ど
も
に
は
こ
の
よ
う
な
力
を
付
け
る
こ
と
が

大
事
な
ん
だ
な
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ご
厚
志
の
紹
介

●
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

【
香
典
返
し
と
し
て
】

　

南
町　
　
　
　

富　

樫　

和　

雄　

さ
ん

　

新
栄
通
２　
　

佐
々
木　

頼　

崇　

さ
ん

　

新
栄
通
２　
　

藤　

田　

秀　

浩　

さ
ん

●
恵
愛
荘
へ

　

山
手
通
８　
　

森　

野　

朋　

子　

さ
ん

　

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
あ
か
つ
か
天
塩
店　

様

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
】

　

山
手
裏
通
４　

来　

田　

和　

雄　

さ
ん

　

山
手
裏
通
３　

園　

田　

一　

治　

さ
ん

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
2
月
号
で
左
記
の
箇
所
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

10
頁
掲
載
「
ご
厚
志
の
紹
介
」

　

誤
：
雄
信
内　

吉
田　

澄
子　

さ
ん

　

正
：
男
能
富　

吉
田　

澄
子　

さ
ん

同
頁
掲
載
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
～
ご

け
っ
こ
ん
～
」

　

誤
：
納
屋　

麻
依
加　

さ
ん

　

正
：
納
谷　

麻
依
加　

さ
ん

マ
チ
の
話
題
（
番
外
編
）

・
介
護
用
タ
オ
ル
を
寄
贈

　

天
塩
町
母
子
寡
婦
会
会
員
ら
が
町
立
病
院

を
訪
れ
、
介
護
用
タ
オ
ル
約
２
千
枚
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
同
会
で

は
、
会
員
ら
が
家

庭
で
不
要
と
な
っ

た
タ
オ
ル
や
衣
類

を
集
め
、
清
拭
用

の
介
護
タ
オ
ル
を

作
っ
て
寄
贈
し
て

お
り
、「
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
」
と

佐
々
木
看
護
師
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

・
天
塩
高
野
球
部
が
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

　

天
塩
高
校
の
野
球
部
員
ら
が
２
月
11
日
に

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員

は
10
名
で
、
緑
陽

団
地
の
高
齢
者
宅

の
軒
下
な
ど
を
除

雪
し
、
１
時
間
ほ

ど
の
作
業
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

１月末
人口 ３，１５９ 人 （－ ２）
男  １，５６８ 人 （－ ２）
女  １，５９１ 人 （± ０）

世帯数 １，５５５世帯（－ １）
※（　）内は前月比

天塩町電子図書館
パソコンやスマート
フォン等でいつでも電
子図書を貸し借りでき
る天塩町電子図書館で
は、町民の方の利用は
無料ですので、ぜひご
利用ください。
※ご利用には、町教育
委員会から発行される
ＩＤとパスワードが必
要となります。天塩町電子図書館

サイトＱＲコード

▲町立病院で贈呈した▲除雪作業する天塩高野球部員ら

（新栄通２）

佐々木　知　子　さん（47歳）

（新栄通２）

伊 藤　克　子　さん（72歳）

て
し
お
温
泉 

夕
映 

の 

お
知
ら
せ

■
入
浴
券
（
回
数
券
）
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
指
定
管
理
者
が
「
㈱
ポ
ラ
リ
ス
」

か
ら
「
㈱
虎
杖
」
に
代
わ
り
ま
す
。
㈱
ポ
ラ
リ
ス
で

発
行
し
た
入
浴
券
（
回
数
券
）
は
、
３
月
31
日
ま
で

が
使
用
又
は
払
い
戻
し
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

■
町
民
無
料
宿
泊
ご
招
待
に
つ
い
て

　

４
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、

町
民
限
定
無
料
宿
泊
（
一
泊
朝
食
付
）
を
抽
選
に
て

ご
招
待
い
た
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
次
の
と
お
り

応
募
く
だ
さ
い
。

◆
宿
泊
内
容

　

宿
泊
日　

４
月
４
日
（
水
）

　

シ
ン
グ
ル
（
１
室
１
名
）
２
室
／
ダ
ブ
ル
（
１
室

１
～
２
名
）
10
室
／
ツ
イ
ン
（
１
室
２
名
）
７
室
／

和
室
（
１
室
３
～
５
名
）
２
室

◆
応
募
方
法

　

往
復
は
が
き
に
住
所
・
代
表
者
氏
名
・
電
話
番
号
・

希
望
の
部
屋
タ
イ
プ
（
シ
ン
グ
ル
な
ど
）・
宿
泊
人
数

を
記
載
し
、
次
の
宛
先
ま
で
応
募
く
だ
さ
い
（
お
一

人
様
い
ず
れ
か
１
部
屋
ま
で
の
応
募
と
し
ま
す
）

　

〒
０
５
９-

０
６
４
１

　

白
老
郡
白
老
町
虎
杖
浜
73-

５　

㈱
虎
杖　

宛

　

☎
０
１
４
４
（
８
２
）
８
２
６
７

◆
応
募
締
切

　

３
月
15
日
ま
で
（
当
日
の
消
印
有
効
）

◆
抽
選
結
果

　

抽
選
後
、
返
信
は
が
き
に
て
結
果
を
郵
送
い
た
し

ま
す
。
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